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1．緒　　言

長期海水中に浸済する綿糸漁網の損耗を考へた場合、海水中のバクテリアのために網糸のセルロ

ーズの加水分解に依る腐蝕が最も大きく、其綜果各種染料の之に対する防園効果も極めて古くから

研究されて居る。本報告は従来染料として展も多量に用ひられて居るコールタール、クエ／ニン固定

染料、及びSP化畢染料の綿糸に於ける防腐効果を海水中の浸漬試験に俵か比較した結果の概要で

ある。供試糸及び染料の提供を受けた五来製網及び東陽壷薫に謝意を表する次第である0

2．　賓　　験

¢）俳　試　糸

Tab．1　五乗製網製　　　　20S／8　　線撫糸

染　　料　　種　　別　l　　　仕　　　　　　　　入　　　　　　　　先

SP化嬰染料　　4洩
SP化嬰染料　　B淡
A　カ　ツ　チBタyこy釆

A　カ　ツ　チA　　〝　〝

油　　　　染　　　　料

柏　　　　　　　　　　　皮

醍　　　　止　　　　め
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菟染糸総数は2330本であり（Tab・1）染料種別及び仕入先は：Tab・2に示した。綿糸全部につき

自煮し風乾後、抗張力試験機により18LRS（8・2kg）の抗張力を検定し供試材料とする。然りの

上下の不均斧なものは除外し、原糸の優劣の差による書換誤差を少くすることに留意した。染付方

法を次に一括表示する。

（p S．P・化学染料A．及びB・

原液に1時間浸し施染する。

侶）Aカツチお．及びAカツチA．

イ）1回染：兢糸520grに封しカツチ40gr．を使用、沸騰液（清水7升）中に撹搾搾解した染液

に網糸を浸し2時間沸騰施染し其僅15時間浸漬した後引揚げ日乾する。
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り2回染：1回染終了後日乾し1回染の染液虹鱒糸を浸し15時間放置すろト

ハ）3回染：2回染後日乾し同染液に15時間放置する。

ヱ〕3回染：渋止め併用：3回染後乾燥させ清水1斗に20匁の割合で凍坪溶解した染液に綿糸を

2時間浸し掩染する。

⑳　柏　　皮

イ）1回染：清水8■升に柏皮1〆の割合で2時間沸騰させ撹拝辞解した染液に網糸を浸し一夜

（15時間）放置した後引揚げ日乾する。

ロ）2回染：1回染終了後同染液に網糸を浸し15時間放置する。

ノ、）3回染：2回染終了後同染液に　5時間浸漬する。

ニ）渋止め併用：前述と全く同様。

（参　油染料

コールタール原液に供試糸を30分浸し煮る。

（2）浸漬方法

供試材料を海水中の木製の枠に結び付け（Fig．1）アこ／カーを附け一定期間浸法させ、10日日毎

に一部を引墟げ乾晩晴状態の抗張力及び伸長力をHandleyarntester（計量50kg，1OOL．b・S・）も

測定する．

ぐ
津

囲　浸済装置及び場所

総糸懸垂用木枠（Fig．1）に供試働料を結び付け筏に綜若し、水面下　600mの所に材料を懸垂さ

せ、一定期間毎に木枠より材料を切取り直に托憮し測定する．浸滴場所はFig．2に示す。
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㈲　浸潰期間

自昭和25年6月下旬

至昭和25年8月中旬
50日間

（5）附着率

次式により附着率を算出した結果はTab・3に表示する．

附着率（％）＝」遷延軍役車重）二（染旦前里重畳」×100染付前の重量
でab．3

附　斎　率

桓年率巧附莞
附　肴　率
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乙　柏　　　　皮1回染

＆　〟　　〝　　　2田】桑

9．〝　　〟　　　3回染

10．Aカプチ．A l同染

11．〝　　〝　　　2回染

12．〟　　〝　　　3回染添止併用

13．〟　　〝　　　3回染

14．〟　　〝　　　2回染添止併用

回染泣止併用

L Aカツチ．B l回染

〝　　〝　　　2回染

〝　　〝　　　3回染溢血併用

か　　〝　　　3回染

Sn化嬰染料（B）
〝　　（A）
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蘭一試料10本の抗議力及び伸長力の平均値妊Fig・3■′F短4の邁わである。

■試験結果の凛約及び鮨論

）コールタール染料は染付後より40日後迄抗張力及び伸張力共殆ど襲化なく他染料に比し極め

セ優れて居る。但し初強力は劣っている〇

、倒AカツチAほコールタールに次いで防腐効果が認められる・AカツチBは初強力が廃れて居

る．磐と．初強力は劣って居る。

ゆ一般に素糸、SP化畢染粗相皮は浸漬開始後40日～50日で腐蝕甚だしく抗張力は急激匿

0に近くなる。カツチも40日～50日後には函蝕著しくなる。
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